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Abstmct ： Using　the　apparatus 　equipped 　with 　semiconductor −type　 oxidation 　catalyst 　and 　examined 　fbr　decomposition　 of

xylenes 　which 　is　typical　solvent ，　Consequently，　as　with 　toluene　and 　was 　fbund　to　be　decomposed　very 　efficiently ．　Also

tobacco　odor，　an　experiment 　was 　conducted 　using 　the　same 　apparatUs ．　The　 odor 　gas　obtained 　by　burning　tobacco ，　was

introduced　to　the　apparatus 　described　above ．　As　a　result，　the　strength 　and 　the　discomfbrt　of 　the　tobacco 　odor 　have　been

greatly　improved．

Key 　wor6s ：se皿 iconductor，　oxidation 　catalyst ，　decomposition，　solvent 　odor ，　tobacco 　odor ，　radical 　reaction

要旨 ：産 業分野 に お ける臭気対 策 と して は、燃 焼法、薬液洗 浄 法、光触媒
・オ ゾ ン 等 に代表 され る様 々 な酸化法、

活 性 炭 吸 着 法、消 臭剤法 等が 列 挙 され る。し か し、臭気対策をす る側の 立 場 か ら言 うと、充 分満 足 の で き る効果

が得 られ て い ない の が現状 で ある。著者 らは、既発 表
1 ）

で トル エ ン の 酸化分解性 に つ い て 検討 し、効 率 よ く分 解

反応 が進 行 す る こ とを報告 して い る。本発 表 で は、トル エ ン と同 様 に溶 剤 臭 の 代 表 で あ る キ シ レ ン の 分解性 に つ

い て の 実験を 行 っ た 。 結 果、分解反応 は効率 よ く進 行するこ とが 解 っ た。さらに連続運 転時の 分解反 応 性 に つ い

て も検討 した。た ば こ 臭 につ い て は、副流煙の 分 解性 につ い て 検討 し、 臭気 低 減効果が あ る事 を確認 し た。

キ
ー

ワ ード ： 半導体、酸化 触媒、分 解、溶 剤 臭、た ば こ 臭、ラ ジ カル 反応、

　　　　　　　　 1 ．は じめに

　産業分野 に お け る臭気対策 の 代表 は、燃 焼 法、活 性

炭 吸 着法、薬 液 洗 浄法 等 で あ る。それぞれ
一

長
一

短を

持 つ が、燃焼法 で は酸化 反 応 中 間体 の 生成 （完 全 酸 化

反 応 の 難 し さ）、触 媒 の 被 毒、活 性 炭で は メ ン テ ナ ン ス

（活性炭の 交換及 び再生）の 煩 雑 さ、薬 液 洗 浄 で は洗

浄液 の 後 処 理 問 題 等 、解 決 す べ き課 題 は 多い 、本実 験

に使 用 した 酸 化触 媒装置 は、こ れ らの 多くの 問題点を

一
挙に 解決で き る可 能性 を有す る。ま た、た ば こ 臭 に

つ い て は、近 年 分 煙 とい う意識 が浸透 し て き た 。しか

し、た ばこ 燃 焼 時 に発 生 す る多種多様な物質 は 4，000

種 類以上 と も言 われ 、これ らの 除去 法 の 確 立 は 困 難 を

極 め て い る。こ れ まで も数多 く の 処 理 機 が 市場 に 出て

い る が、切 り札 と成 る もの は 見 当た ら ない。こ れ は、

た ば こ 臭が 分子 状物質 と粒 子 状 物 質 か ら成 り、こ れ ら

を 同 時 に 処 理 出来 な けれ ば解決 に 至 らない とい う難 し

さが ある か らで あろ う。

　本報 で は、溶剤 臭 の 代表 と し て トル エ ン 、キ シ レ ン

に つ い て の 酸化分解反 応 を、半導体型 酸 化触 媒 を用 い

て 行 っ た。また、連続運 転 に よ る触 媒 活 性 の 維持 能力

に っ い て も評 価 した。た ば こ 臭 に つ い て は、副流煙 を

直接装置に 送 り込 む 方法に よ っ て 評 価 した。

　　　　　　　　　　2 ．方法

2．1 実 験装置

　本実験 に 使用 し た 装置 の 概観 を 図 1 に示 し た。装置

の 概略 を以 下 に 示 す。

　　　　　 図 1 半 導体型 酸化 触媒装置

・本体サイ ズ ： 240（W）× 300（H＞× 560 （L）mm
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・触媒フ ィ ル ターサ イ ズ ： 130× 200× 30mm

　　　　　　　　　 Cr20B 担 持 網 目ハ ニ カ ム 構 造

・温 度制御装置 ： （株）チ ノ
ー製 温 度 制 御 ユ ニ ッ トSU 、

・
熱 電 対 ： 坂 口 電 熱 （株 ） 製、　 T − 35K

・送風 装置 ： 大西電機 工 業 （株）製、

　　　　　 WB − H （1 〜10m3 ／min 可 変）

・風 量 測定 ：柴 田科学  製、風 速 計 ISA − 75

2．2 実験方法

　2．1に示 した
一

連 の 装置を使用 した。トル エ ン、キ シ

レ ン は 100mL ビ
ー

カ
ー

に 20g 採取 し、送風装置の

直前 に 設 置 し、自然 揮 発 と した。た ばこ 臭で は、100L

ガ ス 採 取 バ ッ グ内で、たば こ 1 本を自然燃焼 させ た も

の （副流煙） を供給臭気 ガ ス と して 使 用 した。

　　　　　　　 3 ．結果及 び考察

3．1 溶剤臭 （トル エ ン、キ シ レ ン ）

　既報
n

に お い て 、トル エ ン の 酸 化分解性 に つ い て 検

討 し た 結果、お よそ 400℃か ら酸化 反 応 が
一

気 に 進行

す る こ と を確認 し て い る。こ こ で は 、キ シ レ ン の 分 解

性 を調 べ るに 当 た り、まず 本 装 置 へ の キ シ レ ン の 供給

量 の 状 態 を確認 した。そ の 時 の 結果を表 1 に 示 した。

表 1　 時 間 毎 の キ シ レ ン の 減少量 （約 23 ℃ ）

経 過 時間

　 （分）

キ シ レ ン減 少 量

　 （グラム ）

出 口濃 度

（ppm ）

10 0 ．8 19 〜2Q

20 1 ．　 0 一

30 1 ．　 0 19 〜20

40 0 ．8 一

50 0 ．8 19 〜20

60 0 ．　 9 一

90 2 ．　 7 19 〜20

　表 1 よ り、約 23 ℃ にお い て は 10 分 間で 0 ．9g 程

度 の キ シ レ ン が 揮発 し、装置 内 に 導入 され て い る 事 が

解 る。そ の 時 の 出 口濃度 は 19 〜20ppm で あっ た。

　 2s

霞
・・ …

餐
1’

宝
1°

牟・

　 0

　．
　1
　1 ． 111111　I
　I

幽
11 ． 111 卩． 11 ．

　1II1 ． llII

． 11 ．
　11 幽 ．111II
　I
　I

幽
rI1 ：1ll ．

III
　1F ． 1 卩
　1FF1F
　I
　I

幽卩．幽
1．幽卩

．lI
．

1．幽幽
．
II

． 　1
1 幽 1 卩 1 　1」 1 」 1 卩 　1

200 　　　250 　　　300 　　　350 　　　400 　　450 　　　500

　　　 触 媒フィル タ
ー

温 度 （℃ ）

　　　図 2　 温 度 変化 と キ シ レ ン 除去量 の 関係

図 2 は、温 度変化 に 対す る キ シ レ ン 除 去 量 の 変動を

調 べ た も の で ある。トル エ ン の 場合 と同様 に 400℃ に

お い て 急激 に 分解反 応 が 生 起 し，500℃ で は 1pp 皿 以

下 に ま で 減少 して い る。次 に 触 媒 活 性 が 十 分 に 発 揮さ

れ る 500℃ に て キ シ レ ン の 連続分解性 を確認 し、そ の

時の 結果 を表 2 に示 した。

　　表 2　 500 ℃ に お け るキ シ レンの 連続分解性

経過時 間

　 （分 ）

キ シ レ ン 減

少量（9 ）

出 口 濃度

（ppm）

触媒層温 度

（℃ ）

10 1 ．0 1 〜2 505

20 1．　 1 tra ¢ e 510

30 1 ．　 0 〜 1 525

40 0 ．　 9 〜 1 520

50 1 ．　 1 　 520

60 1 ．　 2 〜 1 525

90 2 ．　 8 trace 520

3．2 たばこ 臭

　100L バ ッ グに採取 し た、た ば こ臭気 を フ レ ッ クス ポ

ン プ （近江 オ ドエ ア
ーサービ ス （株）製）に より、送

風装置全 面 の フ ァ ン 部 に約 25L ／ min の 割合で 導入

した。そ の 時の 出 口 の 臭気強度及 び快
・不 快性 につ い

て 評価 し た と こ ろ、100L 通 気 後 で も初期状態 と同様の

臭 気 強 度 ： 1 〜2 、快 ・不 快度 ：
− 1 （加 熱 前 の 評 価、

臭気 強 度 ： 4 〜5 、快
・不 快 度 ：

− 4 ）を示 した 。

3．3 反 応原理

　本触 媒反応 は、350℃ を超 え た段階か ら急激 に 活性が

生起す る。触媒 は外部熱 に よ っ て 電 子 の 励起状態が 発

生 し、電 子 欠 陥 部位 （正 孔 、十 ）が 触 媒 フ ィ ル タ
ー

の

全 領 域 に 同時 に 生 成す る と思 われ るD こ れ らの 正 孔 部

位は、まわ りに被酸化物 が存在す れ ば電子 を引き抜き、

ラ ジカ ル を発 生 させ る。ラ ジ カル 反応 は連 鎖 的 に進行

し、空 気 中 の 酸 素 と反 応 し、被酸化物 は水 と二 酸化炭

素 に ま で 分解 され る。

　　　　　　　　　 4 ．ま とめ

本装置 は あ らゆる 臭気物質を完全 酸 化 分 解 し、無臭物

質 に ま で 変換 で き る 可 能性を有 し て い る。今後 は、反

応 中 間 体 ・副生物 に つ い て も精査 す る 考えで ある。
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